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霧島山新燃岳 2017 年 10 月噴火火山灰の水溶性付着成分＊ 

Water soluble components of volcanic ash erupted from Shinmoedake volcano, 

Kirishimayama on October 2017 
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2017 年 10 月に発生した新燃岳噴火で降下した火山灰を採取し, その水溶性付着成分を分析した結果, 

火山灰１kg あたり 151～3620mg の Cl
-
, 17300～26500mg の SO4

2-と多量の付着成分を検出した. 一方, 

Cl/SO4モル比は 10 月 11-14 までの間 0.31～0.40 と比較的高い値を示したが, 同月 15 日および 16 日には

同比が 0.055 および 0.022 と顕著に低下し, 翌 17 日未明に噴火が停止した. 火山灰から検出された多量

の水溶性成分からは水蒸気噴火が疑われる一方, 10 月 14 日までに降下した火山灰の Cl/SO4モル比は高

く, 高温の火山ガスの関与があったと考えられる. 

 

１. 試料採取・分析 

火山灰は, 2017 年 10 月 11, 12, 14, 15, 16 日に宮崎県高原町および鹿児島県霧島市で採取した. 火山灰

0.5g を超純水 10mL と混合して水溶性付着成分の超音波抽出を実施した後, 0.45μm メンブレンフィルタ

ーでろ過して得た溶液に含まれる Cl
-
, SO4

2-をイオンクロマトグラフ法により分析した. 

 

２. 分析結果および考察 

分析した Cl
-
, SO4

2-は, 火山灰 1kg 当たりの付着量(mg/kg)に換算して第１表に示した. 一般に, 火山灰

に付着した Cl
-
, SO4

2-の量や両成分の比(Cl/SO4 モル比)は噴火の様式を反映し, Cl/SO4 モル比は火山灰と

同時に放出された火山ガスの Cl/SO4 モル比を反映する(風早ほか, 2001
1)

; 小坂ほか 1983
2)

). 第１表に過

去のいくつかの噴火に伴って放出された火山灰の付着成分の量およびCl/SO4モル比を示した通り, マグ

マ噴火で放出される火山灰の付着量は少なく, Cl/SO4 モル比は大きい. 一方, 水蒸気噴火で放出される

火山灰は付着量が大きく, Cl/SO4比は小さい. 
 

本報告で対象とした火山灰のうち 2017 年 10 月 11 日から 14 日までの火山灰から検出した Cl
-および

SO4
2-の付着量は多く（Cl

-
; 2110～3620mg/kg, SO4

2-
; 18600～26500mg/kg）水蒸気噴火が疑われる一方, Cl/ 

SO4モル比は 0.31～0.40 と高く, 当該噴火には高温の火山ガスが関与したと考えられる. 10 月 15 日およ

び 16 日に採取された火山灰からは依然として多量の SO4
2-を検出したが, Cl

-の付着量は 10 月 11-14 日ま

での火山灰よりも顕著に減少したため Cl/SO4モル比は 10 月 15 日に 0.055, 同月 16 日には 0.022 と減少

した. Cl/SO4モル比の減少は噴火活動の低下を反映しているとみられ, 翌 17 日未明に噴火が停止した. 
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第１表  火山灰の水溶性付着成分の分析結果 

Table 1  Analytical results of water soluble components of volcanic ashes 

噴火様式 Cl
-

SO4
2-

Cl/SO4

mg/kg mg/kg molar ratio

宮崎県高原町 2017.10.11(11:15) - 2110 18600 0.31 本報告

宮崎県高原町 2017.10.11(12:43) - 3530 26500 0.36 本報告

鹿児島県霧島市高千穂河原 2017.10.12(16:00) - 3620 24500 0.40 本報告

鹿児島県霧島市高千穂河原 2017.10.14(17:05-17:15) - 3430 23300 0.40 本報告

鹿児島県霧島市牧園町 2017.10.15(11:30) - 350 17300 0.055 本報告

鹿児島県霧島市牧園町 2017.10.1６(16:15) - 151 18400 0.022 本報告

北海道駒ヶ岳 1998.10.25 水蒸気噴火 225~682 10700~23400 0.06~0.08 中川ほか (2001)3)

御嶽山 1979.10.28-31 水蒸気噴火 1490~5950 3880~22590 0.29~1.04 小坂ほか (1983)2)

雲仙普賢岳 1990.11.18~1991.5.11 水蒸気噴火/マグマ水蒸気噴火 37.5~576 3470~6000 0.03~0.36 Nogami et al. (2001)4)

雲仙普賢岳 1991.3.27~1991.8.31 マグマ噴火 54.4~1630 51.8~770 0.47~16.2 Nogami et al. (2001)4)

有珠山 1977.8.7~9 マグマ噴火 61~529 43~1,430 0.60~1.60 松尾ほか (1977)5)

富士山 1707宝永噴火 マグマ噴火 90.6 146.5 1.71 宮地, 尾口 (2004)6)

火山(火山灰採取地) 降灰日(採取時間)

水溶性付着成分

出典
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